










	 With the wide spread of the Internet and various digital technologies, anyone can use the teleconference system easily. However, 
it is pointed out that not only training of the operation method of tools but also finding a way to communicate effectively is required, 
since communication through the teleconference system differs from face-to-face communication. In this research, we carried out the 
group communication which used the digital communication in a distributed environment in collaboration with Ishinomaki Senshu 
University. And we examine the methods of operation for performing such group communication effectively through the analysis of 
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(1)	 	 目的の説明	 
(2)	 	 自己紹介及びアイスブレイク	 
(3)	 	 課題の概要の説明	 
(4)	 	 課題の実施	 
(5)	 	 振り返り・フィードバック	 

















































	 2012 年 7月 3日に行った「デジタルコミュニケーション入
門」講座においては，専修大学側の参加者が6名，石巻専修


















































































































































































	 図 11 から 1 回目の講座と同様に，半数程度の学生が SNS
を利用しており，また，コミュニケーションツールとして
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i	 P2P 技術を利用したコミュニケーション・ソフトウェアの
名称	 
ii	 Google が提供するソーシャル・ネットワーキング・サー
ビス	 
iii	 Google+のアカウントを持っているユーザ間でコミュニ
ケーションを図るためのWebアプリケーション	 
iv	 Facebook 社が提供するソーシャル・ネットワーキング・
サービス	 
v	 多様な人たちが主体的に参加し，チームの相互作用によ
って新しい創造や学習を生み出す手法	 
vi	 会議やミーティング、ワークショップ等において、議論
に対して中立な立場を保ちながら話し合いに介入し、議論
をスムーズに調整しながら合意形成や相互理解に向けて深
い議論がなされるよう調整する人[2]	 
vii	 会議やセミナーや体験学習でのグループワークなどの前
に，初対面の参加者同士の抵抗感をなくすために行うコミュ
ニケーション促進のための2人以上で行うグループワークの
総称	 
viii	 仲間同士で研究内容等を吟味することで，研究の成果な
どを、情実なしに公正に評価するために行われる手法	 
ix	 140 文字以内の「ツイート」と称される短文を投稿できる
情報サービスで、Twitter 社によって提供されている	 
x	 LINE 社が提供するリアルタイムのコミュニケーションを
行うためのインスタントメッセンジャー	 
遠隔地におけるグループコミュニケーションの実施方法の検討とその評価
17
